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授業内容 

 国内外の諸問題について知識を深め、自分の意見をまとめ、

英語で論理的、批判的に発表、議論できるように、毎時間決ま

ったトピックについてディベートを試みる。 
科目概要 

到達目標 
与えられたとピックに関し英語で自分の意見をまとめ、議論で

きるようになる。 

授業計画 

 (1) Introduction: What's debating? 

 (2) Cell phones 

 (3) Gender gap 

 (4) Japanese  

 (5) Global food shortage 

 (6) Oil crisis 

 (7) True Spirit of the Olympics 

 (8) Foreigners in Sumo 

 (9) Robots 

(10) The Internet 

(11) New work style 

(12) Handling stress 

(13) Management positions 

(14) GM food / Health care 

(15) 総まとめ 

事前学習 

・テキストを前もって読み，ディベートする内容を英文で準備 

 しておくこと。 

・意味のわからない用語は辞書等で事前に調べておくこと。 自学自習 

事後学習 
・ 授業中に使われた英語表現を復習し、次回のディベートで 

  の表現に取り入れる。 

使用教材・ 

参考文献 

【教】 Toru Nishimoto/ Beryl Hawkins： 

    Debating Current Issues 意見の相違から見る社会問題 Seibido, 

2010 ISBN: 978-7919-3115-6  

成績評価方法

と基準 

＜基準＞テキストで扱ったトピックスについて英語で自分の意見をまとめ、

議論できるようになったものは合格とする。 

＜評価＞授業中の発表、コンツリビューション50%、終了試験50%。 

備考  




